
「アジア ・イスラーム圏の民主化と地域紛争」

一 ア ジアにお けるイスラーム と政 治の問題一

国際学部 宮原辰夫

1ア ジアのなかのイスラー厶

われわれはイスラーム というと中東 や北 アフリカ とい ったイスラーム発祥 地、 ア

ラブ地域 を想像 して しまい、ムスリムの絶対人口 もそ こに集中 している と思 い勝 ち

である。 しか し、現在では、表1で 示 されるように、ムス リムの総人口(約13億)

の約60%に あたる7億 強の人がアジア、 とくに南 アジアと東南 アジアに住 んでお り、

アラブ ・ムスリムは世界 のムス リム総 人口の約16%前 後 で、イ ン ドネシアのムス リ

ム人口(1億9781万 人)を やや上回るに程度に過 ぎないのである。アジアはムス リ

ム人口が多いに も関わらず、これまで多民族 ・多宗教社会 として理解 されてお り、

アラブ地域 に比べてムス リムが際立った存在 として認識 されるこ とが少 なか った。

現在 も尚、アジアのムス リム人口は増 えつづけてお り、 こうした状 況は今後 のアジ

アの政治体制にイスラームが よ り一層の影響力 を及ぼす可能性 を示 している とい え

る。

ムスリム人口を抱 えるアジアの国々の中で も、 と くに重要 なのはムスリムが国民

の多数派 を占めている国々である。なぜなら、国内 にムス リム人口 を多 く抱 えるか

そうでないかでは、少な くとも政治のあ り方やムス リムに対す る体 制側の政治的態

度 に影響 を及ぼす と考えられ るか らである。 したがって、アジアにおける 「イスラー

ムと政治」の問題 を語 る上で、 とくに重要なのはイン ドネ シア、マ レー シア、パキ

スタン、バ ングラデシュ といったアジアのムスリム国家である。

多 くの独立国家 と同様 に、アジアのムスリム国家 において も、独 立後実質的に世

俗主義が国家建設の前提 とされて きた。 しか し、 ムス リム国家 における世俗国家 と

はいかなる国家なのであろうか。多 くのムス リム国家 に見 られ るように、世俗国家

とはたんにイス ラーム法に基づかない国家を意味 し、そ の限 りでは、 国家の側がイ

スラーム法 を部分的に採用 した り、モスクを管理 した りす るこ とは とくに問題に さ

れないばか りか、こうしたことが厳密 な政教分離 に反す る とい う理解 は全 くといっ

て見 られなかった。アジアのムスリム国家の場合 もその例外 ではなかった。 だが、

19世紀以降に西欧か ら導入 された世俗主義は政教分離 と同義 と考 えて よい し、イス
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ラームが政教一元論に立脚 している点 を考えれば、世俗主義 は明 らかにイス ラーム

とは相容れない思想であった。 したがって、たとえ世俗主義 を国是 としていて も、

イス ラームが政教一元論 に立脚 してい る限 り、イスラームはつね に政治 と結 びつ く

可能性 を秘 めていた といえる。

アジアのムス リム国家の政府が政教 一元論 を求 めるイスラーム急進派の動 きや扱

いに神経 をとが らせて きたのは、他の宗教や民族 との共存 を困難 し、 ひいて は社会

の不安定化 を招 く危険性があるとい う認識か らであった。その一方で、 国民統合の

根拠 をイス ラーム以外の何に求めるのか、といった問題 とつねに格 闘 しなけれ ばな

らなかった。 もちろん、こうした問題はその国の成立過程 と深 く関わっているだけ

に一様ではない。たとえば、イスラームがイン ドとは別な国家 としての成立 と国民

統合の根拠 となっていたパキス タンと、民族独立運動 に よって独立 を成 し遂げ、 イ

スラームではな く、パ ンチ ャシラ(建 国五原則)を 国民統合 の根拠 として きたイ ン

ドネシアとでは自ず とその建国の理念 も異 なるものにな らざる を得 ない。 しか しイ

ン ドネシアにおいて も、公的場面におけるイスラームの役割は依然 として大 きい し、

反対にイスラームを国教 としているパキス タン、バ ング ラデシュ、マ レーシアにお

いて も、決 してイスラーム国家ではな く世俗国家を 目指 していたのは事実であ る。

では、なぜアジアのムスリム国家において、これ まで イス ラーム と政治は決 して

中心的な問題 とはな りえなかったのであろうか。おそ ら く各 国の為 政者 たちは、世

俗主義に立脚 しなが らもつねに国民のイス ラーム感情 に配慮 し、 イス ラーム勢力 と

の協力関係 を維持 しつつ もこれを牽制することに腐 心 して きたか らだ といえる。 ま

た別な見方 をすれば、世俗主義に立ちなが らも、国民統合や 国家の危機 に際 し、あ

るいは自らの正統性 と権力基盤の強化のためにイス ラームを利用 して きた ともい え

る。ではなぜ今、イス ラームと政治の問題が急浮上 してきたのであろうか。おそ ら

くそれは1979年 のイラン ・イスラーム革命やソ連軍のア フガ ン侵攻 か ら始 まる国際

情勢の激変に よるものとみてよい。 とくにアフガニス タンにおける ター リバ ーン政

権の誕生、そ して米 の同時多発テa後 におけるイスラーム意識 の高 ま りや、米 の軍

事行動に対する反米 デモの広が りを見れば、イス ラーム と政治が今 日的な問題 とし

て浮上 して きたことを示 している。もちろん、こう した現 象はあ くまで も一時的な

ものであ り、いずれ沈静化 してい くもの と考えることもで きる。 しか し、ムス リム

が国民の多 数派を占め、民衆の間に政教 一元論の イス ラーム的世界観が支持 されて

いる限 り、イス ラームと政治の問題はアジアのムス リム国家の アキ レス腱 と してつ

ねに存在す ることになる。
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地域

表1ア ジアにおけるムス リム人口(2000年 推計)

国名 総人口(千 人)ム スリム人口(千 人) 同%

南 アジア: 1.パ キ ス タ ン

2.バ ン グ ラ デ シ ュ

3.イ ン ド

4.ス リ ラ ン カ

5.モ ル ジ ブ

141,554

129,194

1,014,004

19,238

301

137,307

114,078

141,961

1,347

301

97.O

ii

14:0

7.0

100.0

計 1,304;291 394,994 30.3

東 南 ア ジ ア:1.イ ン ドネ シ ア

2.マ レ ー シ ア

3.ブ イ リ ピ ン

4.タ イ

5.ミ ャ ン マ ー

6。 シ ン ガ ポ ー ル

7.ブ ル ネ イ

224,784

2T,793

81,1GO

61,231

41.;735

4,151

336

197,810

12,640

4,058

2,327

1,669

581

225

88.0

58.0

5.0ず

3.$

4.0

14`.0

67.0

計 435,190 219,310 50.4

中央 アジ ア ・東 ア ジア:

1。 ロシ ア

2。 タジキ ス タ ン

3.キ ルギ ス

4.カ ザ フス タ ン

5.ウ ズベ キス タン

6.ト ゥル クメ ニス タン

7.ア ゼルバ イ ジ ャ ン

8.ア フガ ニス タ ン

9.中 国

10.モ ン ゴル

146,001

6,441

4,685

16,733

24,756

4,518

7,748

25,839

1,261,832

2,651

6,834

5,475

3,514

7,865

21,785

4,021

7,237

25,581

31,546

106

4.7

85.4

7.5:0

47.0

88.0

89.0

93.4

99.0

2.5

4.0

計 1,501,204 113,964 7.6

アジア総計

アラブ地域

全世界総計

3,240,685

241,473

6,300,300

728,268

220,942

1,300,000

22.5

91.5

20.6

(出 所:CIATheWorldFactbOok2001) (注1)
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アジアのムス リム国家においてイスラーム と政治が問題 となるのは国際情勢 の変

化だけではない。アジアのムス リム国家 では平和 的に政治活動 を行 うイスラーム団

体やイスラーム組織 ならば、その存在 も政治参加 も許 されて きた。 それゆえ、 イス

ラーム政党が体制内で活動できるだけでな く、実際に政権 に参加 している場合 さえ

存在 してい るのである。こうした政治状況 はイス ラーム主義 を掲 げ る団体 や組織 は

非合法 とされ、選挙 による政治参加が許 されてい ない 中東の場合 とは明 らかに異 な

るものであ る。それだけに より一層イス ラームが政治 に影響 を及ぼす可能性が あ る

といえる。いずれにせ よ、イスラームと政治の問題 は今後の アジアの政治 を見 る上

で極めて重要な視点をわれわれに与えて くれ ることになろう。

2ア ジアに広がるイスラー厶勢力

2001年9月11日 、米で同時多発テロが起 こる と、 アメリカ政府 は直 ちにオサマ ・

ビン ・ラーディンとその組織 アル ・カーイダをテロの首謀者 を断定 し、 アフガニ ス

タンへの空爆 に踏み切 った。アメ リカの軍事行動 を伴 う国際的 なテロ組織 との戦 い

はアジア諸国にも大 きな波紋 を広げる結果 となった。イ ン ドネシア、マVシ ア、

パキス タン、バ ングラデ シュな ど、アジア諸国には国内に多 数のムス リムを抱 える

国が少な くないだけに、各国の政府首脳 はアメリカの対 テロ戦争 に神経 を とが らせ

た。 というのは、アメリカの 「テロ との戦い」は同胞 ムス リムに向け られていたた

めに、国内のムス リムが こうしたアメリカの軍事行動 に対 して激 しく反発 し、政情

不安に陥るのではないか と懸念 したか らであった。現実 に、アメ リカに よるアフガ

ニスタン空爆直後か ら、アジアのイスラーム地域 でかつてないほ どの反米 デモが広

が りを見せ、イスラーム意識の急速 な高ま りによる政情不安へ の懸念 が一層現 実味

を帯びるこ ととなった。 とりわけ、パ キスタンはアフガニスタ ンと国境 を接 し、国

内に多 くの親 ター リバー ン派 を抱 えていただけに、 アメ リカの アフガニス タン空爆

に反対するデモの広が りはパキスタン政府転覆 の事態 さえ囁かれ た。 もちろん、そ

うした懸念 は杞憂に終わったが、依然 として火種は消えてはいない。

これまで アジアのムス リム諸国が政治的安定を保って きたのは、 いずれの国にお

いて も穏健 な考 えをもつムス リムが多数派を占めてお り、政教一元論 を厳格に求め

る急進派の主張が必ず しも主流 にはな りえなか ったか らである。言い換 えるな らば 、

こうした世俗主義あるいは政教分離 こそが多民族 ・多宗教 国家 の統 一 と経済の発展

に大 きく貢献 して きたといえる。インドネシアのスハル トやマ レーシアのマハティー

ルはこれまで強権的で権威主義的な体制 として批判されて きたが、急進的なイスラー
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ム勢力の政治へ の介入 を抑 え、民族、宗教 や文化 の違 いを越 える寛容 な風土 を社会

に培 ってきた側面 もまた否定できない事実であ り、 それが今 日の政治的安定 と経 済

発展 につながっているともいえる。いず れにせ よ、 アジアのイス ラーム諸国では、

イスラーム と政治の関係 は世俗主義の立場 からつ ねに一定 の距離が保たれて きたの

である。ところが、米の同時多発テロ事件 を契機 に して、 こう した イス ラーム と政

治の関係 に変化の兆 しが現われ始めている。

アメリカの軍事行動に対す る反発はアジアのイスラーム諸国の急進派だけではな

く、穏健なムスリムの問にも広が り、 イスラーム と政治 との一致 をめ ざす急進的な

イスラーム政党やイスラーム団体に多 くの支持が集 まった。 こうした流 れは、2001

年10月 ゐバ ングラデシュの総選挙 にも影響を与えてお り、 イス ラーム主義政党であ

るジャマーアテ ・イスラー ミーも加わる政権がは じめてバ ングラデシュに誕生 した。

バ ングラデシュは建国以来、ムスリムがほぼ人口の9割 を占め るものの世俗主義 の

立場 をとってきたが、今後急速にイス ラーム色が強 まるので はないか との指摘が な

されている。バ ングラデシュの事例は、いか に世俗 主義に立脚 してきた としても、

状況次第ではつねにイスラームが政治の舞台に登場す る余地が残 されている ことを

示唆 している。

米の軍事行動へのムスリムの反発は結果的には米軍の圧倒的な軍事力 の前 に急速

に力 を失い一過性の ものに終わったが、東南アジアを中心 にオサーマ ・ビン ・ラー

ディンの組織につながるイスラーム過激派の摘発が進め られ中、国際テロのネ ッ ト

ワークが予想以上にアジアのイスラーム地域に深 く根づいていた とい う実態 が浮か

び上がって きた。 しか も、イスラーム過激派の摘 発 はイス ラーム組織 や民 主化勢力

の反発 を招 きかねず、ひいては政情不安に陥 る可能性 があるだけに、 アジアの各 国

政府はその対応に苦慮 しているのが現状であ った。 こう したテ ロに対 する消極的 な

姿勢は、 アメリカや周辺諸国か ら不満が表明 されてきたが、2002年10月12日 にバ リ

島で爆弾テロが起る とイン ドネシア政府 もテロ防止 を 目的 とした反テロ緊急 政令 を

公布するなど、イスラーム過激派の取 り締 まりに本格 的に着手 しは じめた。 国内世

論 も、バ リ島爆破事件 を機 に、微妙に風向 きが変わ りつつある。 イ ン ドネシアの穏

健派イス ラーム団体 に急進派 とは一線 を画す動 きが出ている。

3変 容するアジア ・厶ス リム国家の政治体制 と今後のゆ くえ

現在、 アジアにおけるムスリム国家 の政治体制は大 き く変容 しようとしている。

イン ドネシアではスハル トの独裁開発体制が崩壊 し民 主化が一層進行 している。マ
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レーシアで は長期政権の座に君臨 してきたマハテ ィール首相が2003年 の10月 を もっ

て辞任す る意向を表明 している。またパ キスタンではムシ ャッラフ軍事政権が民 政

移管 を実現 し、新体制がス ター トしている。バ ングラデシ ュでは2001年 の総選挙 に

よってイス ラーム主義政党が参加する政権が誕生 して いる。 アジア とはいえないか

もしれないが、 トルコでもイス ラーム政党が単独政権 を誕生 させてい る。 いず れに

せ よ、強権 的で権威主義的な支配 は終焉を迎 え、民 主的な手続 きを通 してイスラー

ム政党が政治によ り一層影響 を及ぼす状況が生 まれつつあるといえる。

今後、ア ジアのムス リム国家 においてイスラーム と政治の問題 が どの ように展 開

してい くのかについては慎重に議論すべ きであろう。 なぜ な ら、 イス ラーム政党が

政権の座に就いたからといって、直ちにイスラーム法 に基づ く国家 が建 設 される可

能性 は低い し、それよ りもイス ラーム意識が急速に高 まれば、 政情 の不安定化 を招

き、経済の行方にも微妙 に影響 を及ぼす恐れが充分 にあるだけに、イス ラーム政党

による政権であれ、世俗主義の立場は維持 され、 イス ラーム と政治の問には一定の

距離が置かれることは間違いないか らである。

こうした傾向は、ムスリムが多数派 を占めるアジアの国々に も共通 している。む

しろイスラームと政治が問題 となるのは、アメ リカの対テロ戦争やイラク攻撃といっ

た国際的要 因に よる場合 と、民主化の進展が必ず しも貧富 の格差 を解消せず 、社 会

の公正や政治的 ・経済的安定をもたらさない国内的要 因による場合である。つ ま り、

「テロ=イ ス ラーム」「イス ラーム=悪 」 とい う図式で捉 えてい ると しか思 えない ア

メリカの対 テロ戦争 は、イスラーム社会に反米感情 を広め浸透 させ るだ けで根本的

な解決 にはならない。また、民主化が制度上だけで実態 を伴 わず、民主的 な政権で

あっても汚職や司法の腐敗が蔓延 している国内状況 で は、公正 な法の支配の確 立 と

司法体系へ の国民の信頼 回復を図ることはで きない とい える。反米感情や 国内の不

満が高 まる と、イスラームによる社会体制の確立が社会 の公正 と秩序の 回復 を もた

らす と主張す るイスラーム主義政党の台頭 を招 くな ど、つね にイス ラームが政治 に

関与す る余地 を残す ことになる。 したがって今後、状況 によって はイス ラーム主義

政党が民主 的な手続 きによって国政 レベルではな くとも、州や市町村 レベ ルで政権

を獲得 し、イスラーム化 の動 きが顕在化する可能性 は十分に考え られる。

イン ドネシアでは2002年8月11日 、大統領直接 選挙 、国軍議席廃 止、 国民協議会

(国権の最高機関)の 再編な どの憲法改正によ り民主化が進行 している。す でに政治

的民主化の一環 として地方分権が促進されている。 地方に権 限が委譲 される ように

なれば、状況次第では州議会や市町村議会 レベルでイスラーム主義政党が 政権 を握
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り、イスラーム化が進行する可能性 も出て くる。実際マ レーシアでは、 イス ラーム

国家建設 を掲 げる汎マレーシア ・イスラーム党(PAS)が 政権 を掌握 しているマ

レーシア北東部の トレ・ンガヌ州議会で、2002年7月 にイス ラーム刑法が可決 された。

バ ングラデシュでは国政 レベルにおいてイスラーム主義政党がすで に政権 に参加 し

ている。パキス タンにおいて も2002年10月 に国政選挙が実施され、「反米」 を旗頭 と

して共闘したイス ラーム政党連合体、統一協議会同盟(MMA)は 国民の反米感情

を背景に躍進 し、46議 席 を獲得 し、第3党 に踊 り出た。 また、同時 に実施 された州

議会選挙では、北西辺境州 とバ ローチスターン州で、統一協会 同盟(MMA)は 大

躍進を遂 げ、州政権 を握 ることが確 実視 されている。

こうした情勢 を見 る限 り、アジアのイスラームと政治 の問題 は、単純 に世 俗主義

か政教一元論かという議論に還元 される問題 としてで はな く、民主 化の流 れや国際

情勢 の変化、国内の不公平な どによって引き起 こされる問題 として認識 されるべ き

なのかもしれない。 こうした視点か らも、われわれは今後 のアジアの政治動 向を見

てい く必要があるのではないか と思 う。

注1)こ こで は、CIA(TheWOrldFactbook2001)の 人口統 計 を用 い たが 、 国

連の 人 口統 計 、各 国政府 が公 式 に発 表す る人 口統計 との 問 に も、 統 計 上 か な り数

値 に開 きが あ る。
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